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　ヨウラクラン　ラン科
　Oberonia japonica (Maxim.) Makino

鳥取県：絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)

環境省：－

　ウチョウラン　ラン科
　Orchis graminifolia (Reichb.fil.) Tang et Wang

鳥取県：絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)

環境省：絶滅危惧Ⅱ類 (VU)

■選定理由　減少顕著，生育環境悪化，採取圧，希少性。
■生態･形態　渓谷沿いの樹木の幹や枝に下垂して着生する小形の常緑ラン科草本。渓谷に沿うやや明るい尾根状岩角地
の樹木に多く着生する傾向がある。細い気根を基部から伸ばし，数個の茎を叢生，長さ2～5cm。葉は互生，線状長楕円形，
明緑色，肉厚，鎌状に外曲，左右に扁平に10枚程度つく。花は4～6月，緑黄色，微小，約1mm，茎頂に長い穂状花序が伸
び多数つく。和名は長く下垂する穂状花序を仏教上の垂れ飾り「瓔落（よう
らく）」に見立てたもの。
■分布　本州関東以西，四国，九州。
（県内）鳥取市，佐治村，三朝町。
■保護上の留意点　厳重な採取防止。渓谷沿いの自然林の保護。周辺の植生
保護。

■選定理由　減少顕著，採取圧，局限・孤立，希少性。
■生態･形態　明るい崖の岩隙に希に生育する多年生草本。県内の生育地ではイワヒバが近くに生育している。茎は斜上，
高さ7～20cm。葉は広線形，数枚，基部はやや円形，鞘となる。花は6～8月，紅紫色，総状に5～10個の花が1方向に向く。
唇弁は深く3裂，約1cm，距はやや長く彎曲し先端は前方に向く。和名は花を蝶に見立てたもので，漢名は羽蝶蘭。
■分布　本州，四国，九州。
（県内）若桜町。
■保護上の留意点　厳重な採取防止。岩崖地および
その周辺の自然植生保護。




